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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はポリコームグループタンパク質をコードしています。このタンパク質はヒストンH3リジン-27（H3K27）特異的メチルトランスフェラーゼ複合体の構成要素であり、ホメオティック遺伝子の転写抑制に作用します。このタンパク質は二本鎖切断部位にもリクルートされ、タンパク質レベルの低下はX線感受性と相同組換えの増加をもたらします。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2009年5月],機能：転写抑制因子。PRC2/EED-EZH2複合体によるヒストンH3の「Lys-27」メチル化を促進する可能性があります。,類似性：2つのPHD型ジンクフィンガーを含みます。,細胞内局在：多数の標的遺伝子のプロモーター領域に特異的に局在します。,サブユニット：CHMP1と相互作用します（類似性による）。 PRC2 複合体と相互作用します。,組織特異性:心臓、骨格筋、膵臓に最も多く存在し、脳、胎盤、肺、肝臓、腎臓に最も少なく存在します。,
	研究分野
	クロマチンリモデリング、ポリコームサイレンシング、PRC2、エピジェネティクスと核シグナル伝達、転写、その他の因子
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	PHF1抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PHF1 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

